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る ■ 帆的lLはある力liFせ的に加工さイ[る,し
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もし 陀 ぬ祈利J力留 わられたならlfF」に

は必ず 庇靭 方4じ る1七

〇 rjLにたいナJの ために 医師は死なせる

方法を考え出す義務力と しる。

O 業 剤師は改死量の業を討剤Ⅲしなければ

ならない。

0 教 育の現場では 義務教育の小 中 学校

のに業で死rjt利の正当性を話り た ぬ方

法とその技術について学 Frる ことが 回

の当然の議務として生じることになる。

O子 どもは死rrこと,可 能だと弦え込まれ

るから 勉 強がいやなら ロヤ利として死ん

でやるJといいl■,■

0 あ る一定の条件をllたす人には死ぬ義務

力4じ  ― 律にtL理される集回力珊現する。

これで[は成り立つの力、

梅本」は 人 情としての人間同士における相

互ユftl■に立脚することによって 倫 理的に

成立する.七「生さるffT Jは相互i作 性に立

脚することから生まれる。しかしながら 陀

ぬ権利Jと いう語れは 権 利という言策を使

いな力下ら 格 利を生み出す源となる粗工土ll〔

性すなわち 人 格相互の関係性それ自体を根

底からrl捜させる5L

意はして死ハことは 相“の関係性を志‖

して揃暖させることであり 本 人だけがこの

世から消蔵するのではなく 本 人と関係した

すべての人  々環 境 そ の他材本 人の日の前

から消え去るのであり 逆 に本人によってす

べてお弥栽されることである。

死nff千Jを主張する人は 様千Jという文字

を単に修飾語1軒J用して死にたい 死 なせた

いだけである (権千」的に死にたい)。死ぬ補

クロLTC55'

利 I Rthir●uにと1=陸刑の基盤を崩理させ

るものJと いう意味であり そ れはもはや棟

利 をNshで はなく嵯“!左道いである。

嶋躙勲協盤gと
厚生労働省あfまとめた R木 期医fFの

決定

のプロセスに関するガイトラインJの 委員を

筆者扮訪 めた関係 に" ガ イドラインの中に

いくつかの重要な文言とその解帆ガある

O 「 '命 を短縮させる意図を持つ欄こn9安

楽死は 本ガイドラインでi対象としないJ

O 「終末蜘医夕における医療行為の開始

不開lar医7f内容の変更 医 所行為の中止

等は 医 学的妥当4fと適切性をとに

tH量に判断すべきであるJ

O陰 者本人によるFEtt登 本としたうえて

… J「 8者 の者は lE認ができない場合に

は  柿 定意思を尊重しJ隊 族の 41断を

参考にして……J

の3つの文節であるじ

0に おける積極的安楽えに該当する事例

は A海 大学付属病院却 |の半!決の主主にHt・

載された 眩 楽死4要 4Jを 満たした場合“

である。要作の4番 日 「肉体的古痛の除ナ

緩和のための他の代昔的手段の不存側 に当

てはまる事例は rF離 を含めた緩和EH4の発

達した邪 医学においては H本 では一ltuも

あり件ない。取終的に頚静によつてあらゆる

背新を取り除くこと力` rtしだからである。ガ

イドラインにな ln能 な限り的高やその他の

木保な症状を十分に緩和し … Jと 明記さ

2リク ,″
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れているj

それゆえ 決 定ブロセスを■み上げていく

ことに■きを世いた本ガイトラインでは 荷

f9n9安楽,ビをわさわさ対象とする必要性力ち

いということう0に 13載されている。

Oに おいて摘極的安楽死は今‖の出本では

あり得ないにもかかわらず 一 方でま り に

記鼓されている 日え続行為の■止Jを拡大解

Jせして 「人工'1吸器を,卜す行わ等の生命Tl

Ⅲ治療の中にJによる志者の死を意図的に行

おうとする考えが医師の中にある.0に 日E

輛予ちのⅢL等ま匹学的妥当性と過切性を

牟にJと記攻されている以上 人i巾 吸器を

夕博 rrあ力[学 nサ妥当社う国切性をとにして

, るヽのち班 味される必要おある

(1)直 ちに死ぬこと力憶州吉れているにもか

かわらずに 人 工呼吸器をタトすことを考順

できるの1とレ 率す段 安件Jに 該当すると

さだけである 内 体的苦第に対する鎖静を

含めた十分な緩和わrlr能である現代呂ヤに

おいて該当例はない (苦賄があれば鎮静す

る培

(2)人 ■11吸 器を41けている本人方持 痛で

をV (ヽま蔵がない 新 航的な深睡慨 む 睡)

ならA数 静されている状態と]寺であり

略楽死4要十日 に該当しな,、 したがって

そのままの状態を保て1まとい (古痛はない

ので現在の状態を構駐する培

医】Ⅲサア当l■なこの2つで完了する。人エ

呼吸料を外す必要はない。ところが 人 JJ呼

吸器を外してしまう事初ケ抽 るということは

医学的妥当社以タトのところに理由を求め そ

テ式 出 せヽ当であるとSよ覚している医師がい

抑 ″j"与

るわらである。

(3)「つらそうJ llわヽいそうだから」という理

由は言語せ飾.上 記 (lX(2)で 政苦さ

″Lる。

(4)今生さていることをおらそ力1こして 死
Ⅲ

に市路を見Ⅲ出そうとする委勢になる原Lj

は 医 師の現l■把握の日さ 説 明責任の乏

し苫 打 開する方策に対する■知による

医師自身拐京因となっていることに気付か

すに 責 任転峡の結果として8者 に死を選

択させる忠循凍方ある。

(5)01“ 者本人による決定 推 定意思を尊

☆ 家 族の十」断を参剤 という自己決定

近報苦決定力将 べ`てに優先すると勘違いし

詔められていない 岡 ぬ補干JJを 行使させ

ること力RII=されるとさらに取り進たをして

その粘半 人 工呼吸器をタトす医肘,がいる.

殺人ある|■ま白殺訂助とH争 である礼

亡ちに死ぬこと'【明らかに意図される以

に 人 工呼取朴をタトす行為の暉lPtはⅢ にとい

う髄時で考えるものではなく 陵 柴死4要件J

に該当するか否かによって十J断されなけれま

ならない

電&農増務尋:掛密とでょ果な型
生命倫理の分野では 生命維常夕出を付け

ない “
とし控え 9 開`始メ と付けた生命対t持

業世を外す 中 止 は 術型的な違いがないと

いうと凡がある"Ⅲ 。これは人間の成り立ち

を (]告岐稀をたした集合体として捉えるこ

とによる。人間を O作 肢器の集合体として

PLえた場合には 人コi呼吸存は本人に付加さ

L〕い5サ■考



図 1 足 し算5き 算されてゼロになる両者のあいたに追いはない論理

(中■)

れr ll屈物である。

とし控えは人frTTw朴 を付けない uo nst)

ことであり 中 止は付1,た に したld●)人

工,コ文帯をやめる (引く:的1)こ とである。

足し算引書算されてゼロになる両者のあいだ

に逮いはないという論理である (国1)b人 間

身体は'ボ ツトと同じ集合的身作で '外 は

部分の総和Jと なる。しかし 人 間の成り立

ちは,ボ ットのような単Ⅲtな構造物ではない。

人間を 0単 なる集合体ではないその人特有

な一つの自本的な施合体は|"Ⅲ であると捉え

た場合には 生 命祉幸治寮の差し控えと中止

の解釈は明らか1製 なるも

人間は 」 分に付力Hされる種々の物FFを単

に足すのではない。コらの中に取り込み 内部

にあるもの 外部にあるものの↓ずれをも口分

の身体に依合して 全 体性を保って生きてい

均■■〕笛5号

く。「今体は部分の絣 uとは果なるあらたな全

lA に組み変わるⅢのであり そ れ力祉の誰で

もない はのま刺 であり私の身十日 である。

内部にあるものとは 人 工関飾 入 れ歯

ベースメーカー等であリ タ 部ヽにあるものと

は全盲の人の社 ll」の先に日があるというX

単いす 人 工呼暁器等である。これらないず

れもその人あと きていくために欠力せない。

人は変わるも身体もその時々の大況を含み

ながら変わる。単なる集合体ではないその人

特有な全体性を人工呼吸器を含んだ形で保

つ。人王呼吸番の肴脱忘Xの 生死に直結する

以上 人 工呼吸器の影響 まその人のすべて

手足の膳々に置するのである。この時 には

人コ呼吸器を中止する行わは単純に足したも

のを引くのではない。身作は人工呼吸器と密

着 融 合した新たな全体として生きているの

人工呼四摩に

単紅に足レたよは

抑 Z″ケ
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図 2 「新たな介入行為であるJとともに「全体に対する崩懐行為J
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単純は 二呼吸霊
ご■すいolする)こ

機

と

;! : : ! i｀

さらにOoすること bる

である。人円の存在を 単 なる集合l■てはな

い一つの全体IIjな統合体と考えたときには

売し挫えと中止は明らかに異なる。人工1呼吸

様を付けない を し■え
"と

 付 けた1中吹排

を,卜そうとする
°
中止 ま 明ら力Vこ黒なり

|」し範略に入れてはならない七

轍 則 議

(たし0え )

■=II、

〔!〕
do

■人エ

.呼 α喜

であい こ の一体化した状ようら人工呼吸裕

を単独で'き 景|ウすことはてとない。

ところうと 師は 自 分う11け た人工限 器

と忠者の身体が い まや一体化した全体とし

て生きているということを理解しないままに

人工呼吹器を足したは者の姿形に感わされ

息★■人工呼吸器という集合‖(とみなし 足

したものは容易に引くこと'iCさ ると勘逆い

をするのである。しかし 人 工1呼峡器を外す

行ちは,言 算ではない。

図 2に示すように 人 工nt吸料を外す行わ

は単なるⅢ■の戦ではなく 呼 唆器を付けて

おo)一 体1ヒした生命を保っている志キの全体

十1を―挙に崩す (さらにdoする)行 あである。

生命全体に対して行われる 「新たな介大行為

であるJと ともに 「合体に'|するⅢⅢ壊行わJ

″οア みケ

少なくとも人Ⅲ■,吸器を外す行為のよう

に 直 ちにFt命に対する危鮎が及ぶ行うにつ

いては 衰に示すような■理″サ要である。

人_口中燃 を外す行為は 従来中止行力の

rt帳にあるものと解lIPされていた しかし 前

述したように は 間をJiなる集合体ではない

その人特有な一つの全体的な推合十日 と呼,(

LTC55号 ■ぢ



妻 身 体の状況に基づく分類

さ
，
ヨ
て

Ⅲ イTち

行つているヽ 京t止 ちろ ‖,いキを,上 するイPLしたものt,kl

こ
れ
，
，

ⅢⅢモ打A 崩壊行斉

終一言れた生Fr今44-挙 にめす

n帯 市Ⅲ
ち, 告格岳盟程1格勝を

実
際

H前 小■ ヽった町合 と,す るとn

亡低下した崚

lE析り'上

IfAFⅢ女■FLのよ抑で汗価する

1●■l掛=タトす付ち|
●4■ りAど りリヤール

したように 人 工1コ吸器を外す行わは就―さ

れた生命J「 を一挙に観す行んであり 安 準

死4舛 件によって判凶iされるべきものである。

したがって当該行為は

(1)死 を意図する行わである

(2)被 十秒から数分で確実に死ねこと力切 白

な抑朝生力あ る

(3)身 体全体に一挙に形禅うi及ぶ全体波及

性力ある

(4)行 った行わの走非を本人わ寸A証で言ない

再現不能性である

以上のことから Ⅲ 止そら の使時に入れる

へさものではない 人 TITTu7器外しのように

磯叫に生命を組つ行為は 岡Ⅲ期 子ちJと いう

別のカテゴリーカt要 である。

活水〕は 人 」:州切 器をタトすことについて

柳市を移打とすることによつて生きlFびた人が

その肺を除去するということにといJと いう

,!を挙げている。これも崩Pj lT為であ'呼吸

器を外すことと型凸上変わりはない。人r‖子

吸7ird7j卜してはならない。拘J線行為である.

r6■LTC55号

中Hi行為とは表に示すように

(5)代 瞥清 lFあある場合

(6)中 JLしても現在の状態を維持できる場合

(7)納 RItするとfirl以上の悪化がある場合

は化う名漱な場合は直らにⅢ止)

にFF定される。

電単罷鵠青綜将署獄fの概念を導入
終管栄奏の,i入はよりようにサえるのだろ

うか.‖リリカ汝 第に京えてくると そ れにつ

れて,件 の処理能力t衷 える。終末期におい

ては 処 理能力に見合つた水,提  カ ロリー

の提供方fも ユましい。処理'し力の低下にし

たうtって 」く分思 カ ロ,一のいずれもお軍

拭ある|■ま縮小されることによつて 処 翠さ

れない迪剰な水分 力 'リ ーの苦積がもたら

す身体への副作用 0'水 的水 浮 師 高 品

補等)を改羊 J止 すること力ffきる

構皆栄奏を急敵に中にすることは 終末期

であっても死を意図して致死させることであ

抑 アンケ



り 行 ってはならないっ 方  処 理能力の自

然な低下にしたがつて水分 "ロ リーを撃

減 新 小すること!=本 人の身総 、況に凡合

った処‖である.

以 上より 縦 管栄I 点 満年は中にの概念

で考えてはならない。処理能力を出楽した米

差の雌減 縮 小3す 応し 処 理能力との蜘,

合いう報 れたところで雑十する。もちろん

■力の低下を吉因いに古起するように 紫 衣

の時減 縮 小,拠 型能力の自然と低 ドに先行

して行われてはならない。

終木増やllF死代けであつたとしてもその人

は生きているのであり 第  に 「生きる尊成J

がす られなけイ」まならない。現在 lT」川者の

祖点に11つた終末期医療と在宅匡掠のあり方

とその苦及に関する研究Jの 班貞として 身

体状態およい占7f行ちの開始 とし十え 体

開l●1科 杭  E4変 え 増加 拡大 II賦

縮小 Ⅲ L ttr ttrtl 助壊 ぁ るいは破

壊等の用語の吟味を行つている。

鑑 賂 赫

略 介創取こ却 する

2040年にま166万人の年間死亡者歎とな

る。高怖許 在 宅球主者に対するアンケート

in4では 60篤以しの国民力据宅での終ヽを

希望している。この二―ズにすすして 14医

■の鯉 (体制は水だイヽ完全であけ要望にはえ

られていなや、

抑 丹年から5年間の国の医姉計画ては 1在

宅医寮計画J力申;しく施行きれる。在宅四す

言コ市において 駐 での生活とその結果とし

ての終ヽを希望する地域住民には 適 切な医

棟の提供力す寛されるべく検討力行われている.

夕切″カケ
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従来 DFEを は帰宅不Hr能とされてきたうヽ ヽヽ

まや人 に1つ皮祥 NH 口 ろう 作 狩未差

れ旬骸素を使用する在宅l17獲は当た,前の時

代である。新設された 確宅lF養支垢 グ家'刊

では ■ 症者の帰宅を受け持つ彦宗所 千 取

りを徹極的に行つている訪解所力彰数ある.

ICUにおいて 臓 株提供の意思表示がない

隅死状態αよ者に対する処遇に付むとき 逆

択度の一つとして店宅での考取り方i考えられ

る 持 すための治求"推 了した人力善 らすと

ころは生活の場である.居 宅への移行の必要

要件をお陛 ともに統討する段階にある。

宗養病床にあつては一方には 0高 怜者の

牲遇力あ り 他 方 0医 IP的垂症者が 介破

力不足等によって帰宅おrr「ゎない場合の受け

大れ先となる必刻とわ抱 こる 0に ついては

■宅医療計画と関連することであり 地 域に

お)ると宅療養支援診察所 訪門看護ステー

ション ケ アマネジi― 訪 間介護車掬万と

の密接な連棟‖ヽ制の需築力申 まれる。介:E保

険だけではなく J立 支援法によるヘル′`一

材毬 キを考慮し 家 族負担の軽減に多めなけ

′JまならなVヽ

0に ついてま 午 4高 締化 貫 症化力世行

する中で 城 塗病床の重要性力株立つのは垂

症者の=け 人れに関してであろう。拍院の医

療 青 護体lllではない 棟 韮病床例卜制のま

まで受け入れることに降戦するところカタ Vヽ

ことはl■測される.で あるからこそ 思 を

家族|こ対する十分な説IIR責任が呆たされると

ともに 工 売者の受け入メtFFt‖に関する評価

について考慮されるべきである。

人Ji呼唆祥 JVH与 の五析者は 特別差設

老人ホームやグループホームでのショートス

LTC55号 ロイア



テイを行いにくい。これに変わるものとして

求姉 における垂症その 「ショートステイ

nl入院Jに対する十分なilF価がなされること

は 療 番病床の存在古義として重要である。

そして す でに居宅での看取りうヤすわれてい

る現実と同様に 本 人力希 望する場合の 療

在病床での看取りが当たり前に行われるため

の要件づくりも 在 宅医療と共にそして予急

に補築されていかなければならなや、

管の終末期匹授

私たちは 自分自身だけで自己決定可能で

あろう力、私たちの自己瀧  自 己詔満には

限界がある。霊学者クルト ケ ーデルの有名

な1"1年の論文 隅 全性先劇 では 1補理

命題は自身の正誌を自身では判定不能であ

るJと言つている"。また 「Tは T自 身を計

明できないJと も言つている.私 のIIB明は私

自身だけでは不II市とであるも私たちますべて

を論理的に部IItSまできないというHn r型の限界

わヽ ここにすでに証明されている。

自分だtナの他の何にもよらない自己洪花(ま

不可能である 人 間は自分とlLとのJヽ 性の

中で撤発されながら決定していくのであって

他のすべてから独立した自身だけのl・定をし

たことなど一度もない。その人の決定には

必ウ増強 めヽ 事情ケヽ 関わる人々がある。

医師はし!まし1二「幾後はあなた力粥 とする

のですJと 平気で言うが 17ややかにせ拷を

対象として見つめるその摩度が 彼の最後の

決定にl■く影響するのである。g者 の決定は

にHlの影率を色避く受けたFf~であるJ

では 私 たちは環境や 割 青や 関 わる人

イ瓶 LTC55号

倒によって い かようにでも動かされてしま

うのだろう力、私たちは注して他待ではない。

なぜなら 世 界の中に私の位置があるのだか

ら。しかし独立した完全な百律でもないので

ある。私と私方措かれ料大規と,liVlこ影響

し合いな力tら 私 と1末況との共同作業によつ

てその全n atよりよい生さ方へと決定されて

いく決定の仕方'(今 後模京されなけれ1まな

らない。人は 一 度も自分だけで呼唆をした

ことはない。私】対Ⅲ吸するときにはただll郭

を拡張するだけである。全気は大気序によつ

て】市に流入するのだ。大気Hは 引力によって

生し ,力 は地球力発生させている.私 の呼

吸は地雑との共同作業なのである。
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